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NY マーケットレポート（2017 年 4 月 14 日） 
 

NY 時間は、朝方発表になった米小売売上高などの経済指標が弱い内容だったことでドル売りが優勢になった。ドル/円の売りも活発化

し 108 円台半ばまで下落、日中の安値を更新した。もっとも、この日はグッドフライデーで為替市場以外の主要市場は休場となってお

り、市場参加者も少なく、午後になると 108 円台半ばでの落ち着いた展開となった。 

 

 
出所：SBILM  
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NY 市場レポート 

 

◆仏大統領選挙、最新世論調査 [4/13] 

 

OpinionWay 

フィロン[20％] アモン[9％] ルペン[23％] マクロン[22％] メレンション[17％] 

 

Harris 

フィロン[20％] アモン[8％] ルペン[22％] マクロン[24％] メレンション[19％] 

 

Ifop 

フィロン[19％] アモン[8.5％] ルペン[23.5％] マクロン[22.5％] メレンション[19％] 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

21:30  

◆≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米国 3 月 小売売上高（前月比）-0.2%（前回：0.1% ⇒ -0.3%・予想： -0.2%）   

米国 3 月 小売売上高[除自動車]（前月比）0.0% （前回：0.2%・予想： 0.1%） 

 

3 月の小売売上高は前月比 0.2%減と、2ヵ月連続でマイナスとなった。自動車の売り上げが振るわず全体水準を押し下げた。 

第 1四半期に経済成長が急減速したことが示唆された。2月は当初発表の 0.1%増から 0.3%減へ下方修正された。約 1年ぶりの大幅なマ

イナスとなった。 
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出所：Bloomberg (前月比) 

 

米国の 3 月小売売上高 (一覧表) 

================================================================================ 

                           3 月   2 月   1 月   12 月   11 月   10 月   9 月   3 月 

                           2017   2017   2017   2016   2016   2016   2016 前年比 

================================================================================ 

                          -----------------前月比 ------------------- 

小売・飲食サービス売上高  -0.2%  -0.3%   0.5%   1.0%   0.2%   0.7%   1.0%    4.8% 

 除自動車                 0.0%   0.0%   1.1%   0.4%   0.3%   0.6%   0.8%    4.6% 

 除自動車・建材            0.2%  -0.2%   1.1%   0.3%   0.2%   0.6%   0.7%    4.4% 

 除自動車・ガソリン         0.1%   0.1%   1.0%   0.2%   0.3%   0.4%   0.5%    3.7% 

 除食料品                 -0.2%  -0.3%   0.4%   1.3%   0.0%   0.8%   1.0%   4.9% 

 

 

◆≪ 経済指標の結果 ≫ 

米国 3 月 消費者物価指数（前月比） -0.3%（前回：0.1%・予想： 0.0%）  

米国 3 月 消費者物価指数（前年比） 2.4%（前回：2.7%・予想： 2.6%）  

米国 3 月 消費者物価指数[コア]（前月比）-0.1% （前回：0.2%・予想： 0.2%）  

米国 3 月 消費者物価指数[コア]（前年比） 2.0%（前回：2.2%・予想： 2.3%） 

 

3 月の消費者物価指数(季節調整済み) は、前月比 0.3%下落した。2016 年 2 月以来、13 ヵ月ぶりのマイナス。前年同月比(季節調整前)

では 2.4%上昇した。前月比ではマイナスに転じたが、前年同月比では上昇率が 2%を超えている。エネルギー価格の落ち込みが目立った。 

 

 

22:33  

◆≪要人発言≫ 

中国王毅外相 

・「事態を後戻りできない段階にしてはならない」 

・「米韓と北朝鮮は真っ向から対立しており一触即発の状態だ。この危険な局面を非常に警戒しなければならない」 

 

 

23:00  

◆≪ 経済指標の結果 ≫ 

米国 2 月 企業在庫（前月比）0.3% （前回：0.3%・予想： 0.3%） 

 

23:51 

◆≪主要ニュース≫ 

ロシア外務省 

「中ロ外相が北朝鮮について協議した」とウェブサイトを通じて発表。 
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1:08 

◆≪主要ニュース≫ 

欧州にＦ35 一時配備へ 米空軍、ロシアをけん制  

 

欧州拠点の米軍や北大西洋条約機構（NATO）加盟国との訓練を目的に軍備を拡張させている。ロシアをけん制する狙いがあるとみられ

ている。 

 

◆≪主要ニュース≫ 

アトランタ連銀は第 1四半期の GDP 伸び率予測を 0.1%ポイント引き下げ 0.5%増とした。3年ぶりの小幅な伸び。 

16 年第 4四半期 GDP は 2.1%増だった。 

 

出所：Bloomberg 

 

 

6:00 

●米財務省が外国為替報告書を発表  

 

・「為替操作国・地域の指定はなし」 

・「米、日中に対する貿易赤字に懸念を表明」  

・「米、円相場は安いと指摘」  

・「米、日中など 6ヵ国・地域を為替監視対象に指定」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場はグッドフライデーで休場 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金先物相場はグッドフライデーで休場 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油先物相場はグッドフライデーで休場 

 

≪米株式市場≫ 

米国株式市場はグッドフライデーで休場 

 

≪米債券市場≫ 

NY 債券市場はグッドフライデーで休場 
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≪外国為替市場≫ 

朝方に発表された米小売売上高などの経済指標が弱い内容だったことでドル売りが優勢になった。その後、ドル/円の売りが活発化し、

108 円台半ばまで下落、日中の安値を更新した。もっとも、この日はイースター前のグッドフライデーで為替市場以外の主な市場は休

場となっており、市場参加者も少なく、午後になると 108 円台半ばで落ち着いた展開となった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい
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本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


